
参考資料

MNSP Designer
移行処理を実行する前準備(各種設定)



MNSPのオプション設定

オプションで設定する作業
SharePointアイテムにデータ移行するために、以下を実施
1. SharePointサイトコレクションを設定
2. Notes IDのパスワードを設定
3. ユーザーマッピングを設定

さらに、必要であれば、以下を実施
1. LinkTrackingのクライアント設定
2. プロンプトやログ出力レベルを設定
3. SharePointブロックファイルを設定



SharePointオプション設定



SharePointサイトコレクションの追加



SharePointサイトへの接続ユーザーの設定



SharePointサイトへの接続確認



クライアントのLinkTracking設定を有効にする場合

タブの切り替え時に、SharePoint Environment Settingsが開く



Notes IDのパスワード設定

Password for local Notes ID
Notes IDのパスワードを指定。

Override default Notes INI file
Notesクライアントが使用する既定の構成ファイルを使用。
Notes構成ファイルを指定する場合は、任意のnotes.iniファイルを設定。



クライアントのUser Mappingを有効にする場合



マッピングファイル

• Notesユーザーとドメインアカウントのマッピングを作成。
• Notesユーザーの形式はAbbreviate、Canonicalなどを設定。



ユーザーマッピングのテスト



移行処理でSharePointアイテムを削除する場合①

Allow Deletion of SharePoint records
移行ジョブの実行時にSharePointアイテムを削除する場合に使用。この設定をオンにした場合に限り、SharePointタブの
SharePoint ItemsのDelete current SharePoint List itemsの選択が可能。

例）Allow Deletion of SharePoint recordsがオフの場合、
SharePoint ItemsのDelete current SharePoint List itemsが
グレーアウトされる。（オン/オフが不可能）



移行処理でSharePointアイテムを削除する場合②

Allow Deletion of SharePoint records
移行ジョブの実行時にSharePointアイテムを削除する場合に使用。この設定をオンにした場合に限り、SharePointタブの
SharePoint ItemsのDelete current SharePoint List itemsの選択が可能。

例）Allow Deletion of SharePoint recordsがオンの場合、
SharePoint ItemsのDelete current SharePoint List itemsの
オン/オフが可能。



SharePoint禁則文字の変換

Replacement Character
SharePointの禁則文字を任意の文字に置換。既定ではアンダーバー（ _ ）に置換。任意の文字に変更可能。

参考情報
SharePoint でサイト名、フォルダー名、ファイル名に使用できない文字
https://support.microsoft.com/ja-jp/help/905231/information-about-the-characters-that-you-cannot-use-in-site-
names--fo

https://support.microsoft.com/ja-jp/help/905231/information-about-the-characters-that-you-cannot-use-in-site-names--fo


プロンプトとログ設定①

On errors writing to SharePoint
移行ジョブの実行時にエラーが発生した場合の処理方法を指定。

Prompt user (if possible)
オンを選択した場合、エラー発生時にプロンプトを表示し、
処理を中断。
オフを選択した場合、エラー発生時に処理を中断せずに、
次の処理を実行。

例）Prompt userがオンの場合、移行ジョブ実行時にエラーが発生
した場合、処理を中断。Prompt when recoverable errors occur
がオンの状態のため、処理を継続するには、Resume taskを
クリックするか、 Prompt when recoverable errors occurをオフ
にする。

Log and continue (if possible)
オンを選択した場合、エラー発生時にエラーを記録し、
次の処理を実行。
オフを選択した場合、エラー発生時にエラーを記録せずに、
次の処理を実行。



プロンプトとログ設定②

On errors writing to SharePoint
移行ジョブの実行時にエラーが発生した場合の処理方法を指定。

Prompt user (if possible)
オンを選択した場合、エラー発生時にプロンプトを表示し、
処理を中断。
オフを選択した場合、エラー発生時に処理を中断せずに、
次の処理を実行。

例）Prompt userがオフの場合、移行ジョブ実行時にエラーが発生
した場合でも、処理が継続。また、Prompt when recoverable
errors occurは表示されない。

Log and continue (if possible)
オンを選択した場合、エラー発生時にエラーを記録し、
次の処理を実行。
オフを選択した場合、エラー発生時にエラーを記録せずに、
次の処理を実行。



SharePointブロックファイルなどの設定



参考資料

MNSP Designer
移行ジョブの実行



NotesデータベースをSharePointアプリへ移行

MNSP Designerで実施する作業
SharePointリスト/ライブラリの列に値を設定するために、以下を実施
1. 移行元のテンプレートをカスタマイズ(Notesデータベースや列を設定)
2. 移行先のテンプレートをカスタマイズ(SharePointアプリや列を設定)
3. 移行元のNotes列と移行先のSharePoint列を関連付け
4. 移行ジョブを実行

さらに、必要であれば、以下を実施
1. 文書リンクの継続方法を選択 (LinkTrackingの利用)
2. NotesのACL,ロールをSharePoint権限に関連付け
3. NotesのビューからSharePointのビューを作成



移行元テンプレートをカスタマイズ
Source Data Definition(Notes)

Notesのデータ定義で実施する作業
SharePointリスト/ライブラリの列に値を設定するために、以下を実施
1. Windows Metafile Imageの変換を設定
2. データ抽出条件を指定(ビュー、フォーム、関数など)
3. Notesデータベースの列を選択やNotes関数で値を作成

さらに、必要であれば、以下を実施
1. 文書リンクの継続方法を選択 (LinkTrackingの利用)
2. NotesのACL,ロールをSharePoint権限に関連付け
3. NotesのビューからSharePointのビューを作成



Notesタブ：移行対象のフィールドを定義

Notesタブ
Select
Notesデータベースを選択
Test
Notesデータベースへの接続をテスト
Open
Notesデータベースを開く
Load
移行元テンプレートを選択
Create
移行元テンプレートを新規作成
Edit
移行元テンプレートを編集
Save
移行元テンプレートを保存
Preview
移行元テンプレートを新規作成
Max records
移行件数を指定
Skip
指定件数以降の文書を移行



移行元：Notesデータベースを選択

移行元のNotesデータベースを選択



移行元：Notesデータベースの接続確認

接続結果が返される



移行元：Notesデータベースを開く

NotesでNotesデータベースが開く



移行元：Notes用のテンプレートを選択

移行元テンプレートを選択



移行元：Notes用のテンプレートを選択

テンプレートの種類(フィールドの自動マッピング用)
• 移行元(Notes)と移行先(SharePoint, File)のテンプレートが複数用意されています。

Notesのテンプレートに対応(移行元)

テンプレートファイル名 内容

Calendar.pmsrc カレンダー

Discussion.pmsrc ディスカッション

DocLib.pmsrc 文書ライブラリ/Office ライブラリ

Email.pmsrc メール

Journal.pmsrc ジャーナル

People.pmsrc 個人アドレス帳

Render.pmsrc 画面イメージをスナップショット

Tasks.pmsrc タスク

TeamroomAction.pmsrc チームルーム – 決定した項目の実行

TeamroomCombined.pmsrc チームルーム – プレーンストーミング

TeamroomDiscussion.pmsrc チームルーム – ディスカッション

TeamroomDocs.pmsrc チームルーム － チームドキュメント管理

TeamroomMeeting.pmsrc チームルーム – ミーティング

自
由
な
組
み
合
わ
せ

ファイル形式に対応(移行先)

テンプレートファイル名 内容

HTML.fdtrg HTMLファイルに変換しフォルダへ出力

MSG.fdtrg メールメッセージ(msg)に変換してフォルダへ出力

PDF.fdtrg PDFに変換してフォルダへ出力

PDF_A.fdtrg PDF/Aに変換してフォルダへ出力

Word.pmtrg Wordに変換してフォルダへ出力

自由な組み合わせ

Notesのテンプレートに対応(移行元)

テンプレートファイル名 内容

BasicPages.pmtrg 基本的なドキュメントライブラリ

Contacts.pmtrg 連絡先

Custom.pmtrg カスタムリスト

Discussion.pmtrg ディスカッション掲示板

DocLib.pmtrg ライブラリ

Events.pmtrg WSS – イベント一覧

HTML.pmtrg HTMLファイルに変換しライブラリへ移行

InfoPath.pmtrg InfoPathへXML形式で移行

Mime.pmtrg HTML形式(mhtファイル)に変換しライブラリへ移行

MSG.pmtrg メールメッセージ(msg)に変換してライブラリへ移行

PageLibrary2007.pmtrg SharePoint 2007 発行サイトページ

PageLibrary2010.pmtrg SharePoint 2010 発行サイトページ

PageLibrary2013.pmtrg SharePoint 2013 発行サイトページ

PDF.pmtrg PDFに変換してライブラリへ移行

PDF_A.pmtrg PDF/Aに変換してライブラリへ移行

PictureLib.pmtrg 画像ライブラリへ移行

Tasks.pmtrg タスクへ移行

WebParts.pmtrg WebPartsへ移行するための基本テンプレート

Wiki.pmtrg Wikiページへ移行

Word.pmtrg Wordに変換してライブラリへ移行



移行元：移行元テンプレートを編集

移行元テンプレートをカスタマイズ



移行元：Windows Metafile Imageを変換

Windows Metafile ImageをJPEGなどに変換してデータ移行
※この変換を設定しない場合、SharePointへ移行された

Windows Metafile Imageの画像は×で表示される



移行元：ビューでNotes文書を絞り込み

Notesデータベースのビューを選択し、
文書データを絞り込み



移行元：フォームでNotes文書を絞り込み

Notesデータベースのフォームを選択し、
文書データを絞り込み



移行元：検索文字でNotes文書を絞り込み

検索文字を指定し、文書データを絞り込み
※Notesデータベースで「索引の作成」が

実施されている場合に限る



移行元：Notes関数でNotes文書を絞り込み

関数を用いて、文書データを絞り込み
例) 2017/11/1以降に作成された文書を抽出



移行元：リッチテキストの内容で絞り込み

リッチテキストの添付ファイル数で
Notes文書を絞り込み

Whitespace only
リッチテキストに何も含まない文書(文字や添付ファイルなしの文書)

One attachment only
文字などを含まず添付ファイルを1つ持つ文書

Multiple attachments or other rich text
2つ以上の添付ファイルを持つ文書や文字などを含む文書



移行元：UNIDでNotes文書を絞り込み

移行ジョブ実行後、エラーが発生した場合、Migrate Failed
をクリックすることで、Select records based on UNIDの
DetailsにUNIDが追加される



移行元：Notesデータベースの列を選択

Database Itemsなどから列の選択が可能



移行元：Notes関数を用いてデータを作成

例) Notes関数を使用して今日の日付を値として求める



移行元：選択した列のデータを事前確認



移行先テンプレートをカスタマイズ
Target Data Definition(SharePoint)

SharePointのデータ定義で実施する作業
SharePointリスト/ライブラリの列に値を設定するために、以下を実施
1. SharePoint列を追加
2. 自動マッピングを設定

さらに、必要であれば、以下を実施
1. ビューを移行(カスタムリストなどの場合)



SharePointタブ：移行先のフィールドを定義①

SharePointタブ
Select
SharePointサイト、リストを選択
Test
SharePointリストへの接続をテスト
Open
SharePointリストを開く
Create SharePoint List (if needed)
SharePointリストを作成
Add or upgrade List Fields (if needed)
SharePointアイテムに列を追加
When creating List, add to Quick Launch
リストをクイック起動に追加
When creating List, enable versioning
リストのバージョン管理を有効化



SharePointタブ：移行先のフィールドを定義②

SharePointタブ

Load
移行先テンプレートを選択
Create
移行先テンプレートを新規作成
Edit
移行先テンプレートを編集
Save
移行先テンプレートを保存
Delete current SharePoint List items
移行前にSharePointアイテムを削除
If duplicate found
重複文書の処理方法を選択



移行先：SharePointサイト・アプリを選択

移行先のSharePointサイトを選択



移行先：SharePointサイトへの接続テスト

接続結果が返される



移行先：SharePointサイトを作成する場合

SharePointサイトが存在しない場合は、
SharePointサイトが作成する



移行先：SharePoint用のテンプレートを選択

移行先テンプレートを選択



移行元：SharePoint用のテンプレートを選択

テンプレートの種類(フィールドの自動マッピング用)
• 移行元(Notes)と移行先(SharePoint, File)のテンプレートが複数用意されています。

Notesのテンプレートに対応(移行元)

テンプレートファイル名 内容

Calendar.pmsrc カレンダー

Discussion.pmsrc ディスカッション

DocLib.pmsrc 文書ライブラリ/Office ライブラリ

Email.pmsrc メール

Journal.pmsrc ジャーナル

People.pmsrc 個人アドレス帳

Render.pmsrc 画面イメージをスナップショット

Tasks.pmsrc タスク

TeamroomAction.pmsrc チームルーム – 決定した項目の実行

TeamroomCombined.pmsrc チームルーム – プレーンストーミング

TeamroomDiscussion.pmsrc チームルーム – ディスカッション

TeamroomDocs.pmsrc チームルーム － チームドキュメント管理

TeamroomMeeting.pmsrc チームルーム – ミーティング

自
由
な
組
み
合
わ
せ

ファイル形式に対応(移行先)

テンプレートファイル名 内容

HTML.fdtrg HTMLファイルに変換しフォルダへ出力

MSG.fdtrg メールメッセージ(msg)に変換してフォルダへ出力

PDF.fdtrg PDFに変換してフォルダへ出力

PDF_A.fdtrg PDF/Aに変換してフォルダへ出力

Word.pmtrg Wordに変換してフォルダへ出力

自由な組み合わせ

Notesのテンプレートに対応(移行元)

テンプレートファイル名 内容

BasicPages.pmtrg 基本的なドキュメントライブラリ

Contacts.pmtrg 連絡先

Custom.pmtrg カスタムリスト

Discussion.pmtrg ディスカッション掲示板

DocLib.pmtrg ライブラリ

Events.pmtrg WSS – イベント一覧

HTML.pmtrg HTMLファイルに変換しライブラリへ移行

InfoPath.pmtrg InfoPathへXML形式で移行

Mime.pmtrg HTML形式(mhtファイル)に変換しライブラリへ移行

MSG.pmtrg メールメッセージ(msg)に変換してライブラリへ移行

PageLibrary2007.pmtrg SharePoint 2007 発行サイトページ

PageLibrary2010.pmtrg SharePoint 2010 発行サイトページ

PageLibrary2013.pmtrg SharePoint 2013 発行サイトページ

PDF.pmtrg PDFに変換してライブラリへ移行

PDF_A.pmtrg PDF/Aに変換してライブラリへ移行

PictureLib.pmtrg 画像ライブラリへ移行

Tasks.pmtrg タスクへ移行

WebParts.pmtrg WebPartsへ移行するための基本テンプレート

Wiki.pmtrg Wikiページへ移行

Word.pmtrg Wordに変換してライブラリへ移行



移行先：重複発生時の処理方法を選択

If duplicate found
Write new item
移行文書の重複確認を行わない。
常に新しいアイテムとして保存。
Replace existing item
移行文書の重複確認を行う。
すでに同じ文書IDを持つアイテムが存
在する場合、そのアイテムを削除し、
移行文書を保存。
Create new version (if modified)
移行文書の重複確認を行う。
すでに同じ文書IDを持つアイテムが存
在する場合、そのアイテムの新しいバ
ージョンとして、移行文書を保存。
Skip item
移行文書の重複確認を行う。
すでに同じ文書IDを持つアイテムが存
在する場合、移行文書を保存しない。

移行ジョブを繰り返し実行する場合などに
より、同じUNIDの文書移行が発生した際、

どのように処理するかを選択



移行先：移行元テンプレートを編集

移行先テンプレートをカスタマイズ



移行先：SharePoint列を追加

移行元のNotesデータベースの列を取り込む
(Notesタブで選択した列を取り込める)

移行先のSharePointリストの列を取り込む
(SharePointリストがある場合、列を取り込める)



移行先：選択したNotesデータベースの列を追加

移行元テンプレートの列をもとに、
移行先テンプレートに列が追加される

移行元テンプレートで指定した列を
移行先テンプレートに取り込む

例) 移行元テンプレートの設定



移行先：事前用したSharePointアプリの列を追加

例) 移行元テンプレートの設定

SharePoint列をもとに、
移行先テンプレートに列が追加される

SharePoint列を
移行先テンプレートに取り込む



移行先：SharePoint列の自動マッピングを設定

Auto Mapを実行するために、
事前に関連付けを設定



移行元と移行先の列をマッピング

Map Dataで実施する作業
SharePointリスト/ライブラリの列に値を設定するために、以下を実施
1. Notes列とSharePoint列を関連付け
2. 移行対象に作成者・更新者データを追加(オプションを選択)



Map Dataタブ：移行元と移行先の関連付け

Map Dataタブ
Auto Map
移行元テンプレートの列と移行先テン
プレートの列を自動でマッピング
※ 自動マッピングを有効にするには、
Target Data Definition (SharePoint)
のData Fieldsタブで、各列のSource 
Mappingを適切に設定する必要あり

Add
移行元テンプレートの列と移行先テン
プレートの列を手動でマッピング
Remove
Field Mappingsのマッピングを削除
Preserve Created/Modified identities
作成者、変更者のデータを移行
Preserve Created/Modified dates
作成日、変更日のデータを移行
Preserve Response/Reply 
hierarchies
ディスカッション掲示板などメインと
ピングと返答を持つ文章の階層関係を
維持してデータ移行

Map DataのFiled Mappingsでマッピングされた列をSharePointへデータ移行



関連付け：NotesとSharePointの列をマッピング

例) 移行元テンプレートの設定

例) 移行先テンプレートの設定

Source Mappingの情報をもとに、
自動的に列がマッピングされる

Map DataのFiled Mappingsでマッピングされた列をSharePointへデータ移行



関連付け：作成者と更新者の移行を選択

Notes文書の作成者、更新者情報を移行する場合は、
Preserve Created/Modified identitiesを選択

※ マッピングファイルに従い、
NotesユーザーをSharePointユーザーに変換



関連付け：作成日と更新日の移行を選択

Notes文書の作成日、更新日情報を移行する場合は、
Preserve Created/Modified datesを選択



文書リンクの継続方法を選択

Advancedで実施する作業
SharePointへ移行する文書リンクの動作を決定するために、以下を実施
1. DocLink handlingを選択

さらに、必要であれば、以下を実施
1. ユーザーマッピングでエラーが発生した場合の動作を選択
2. NotesのACL,ロールをSharePoint権限に関連付け



Advanced：文書リンクの継続方法を選択

文書リンクを継続かつ、遷移先がSharePointアプリへ
移行した後、呼び元のパイパーリンク情報をMNSPで

書き換えるには、Use the Link Tracking Serviceを選択



移行ジョブの実行

移行ジョブを実行し、結果を確認
SharePointリスト/ライブラリにデータ移行するために、以下を実施
1. Run Jobを実行、もしくは、Run Complete Jobを実行
2. 移行ジョブの結果を確認
3. SharePointリスト/ライブラリを確認



実行：SharePointアイテムへ移行



実行結果：移行ジョブの完了



実行結果：SharePointアプリ



参考資料

MNSP Console
ファイナライズ処理の実行



ファイナライズを実行

MNSP Consoleで実施する作業
遷移先をSharePointリスト/ライブラリに変更するために、以下を実施
1. ファイナライズ対象を確認
2. ファイナライズを実行



ファイナライズ：ファイナライズ前の接続確認

接続テストを実行



ファイナライズ：ファイナライズ対象の分析

ファイナライズ対象の確認のために分析を実行



ファイナライズ：ファイナライズ対象の確認

分析結果が表示される



ファイナライズ：ファイナライズ対象の事前確認

ファイナライズ対象の事前確認を実行



ファイナライズ：事前確認の確認

事前確認の結果が表示される



ファイナライズ：ファイナライズの実行

対象のファイナライズを実行



ファイナライズ：ファイナライズの実行結果

ファイナライズの実行結果が表示される



ファイナライズ：詳細ログの確認
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